
2 8•林業労働安全

1.試験担当者

本場！S械化部作業第一溺究室長 辻 隆治傑か

2•試験目的

林業此おける労働災名は日附に多く ,現Wておいては,その対策を也々と行左っているが, 

短期罔に免決するものでもなく ,咬た合理化,樓械化によラて労物内容も制匕しておる現法 

に対処ナるた?.火災岩原因の分析及ぴ環境の枷等列切と前後とを密器させた絲合対策カ却 

まれる。

このため祥笑労徐の災書防止に対する基砧崇料を徊る。

3. 昭和4 5年度・の経過とえられた結果

安全営理体制,安全教資粗栈における小集団セット,中氛団C専業所>の人荷炉孫の実强 

把捉と災客紀生者の性格,欲求,モラールの调査を行なったが,これらの应係を追求する卻 

姦項目の因子にかたよりが認められた〇

従って,これらの問の関述因子の追求と調査手法の碇立を図る必・耍が魏された間！坦である。

4. 昭和4 6年废の試験計画

従来の災害分析因子に欠けている災告にかかわる瓊境条件,作范者の主体的条件とを紡び 

つけた災害分析手法を解明する。
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2 9•林道阑段のための表膚構造

1.試験担当者
本塚土じょう部比質町冗笙長 木立正易はか

〇樵械喪淋嚇究室長 福田光正ほか

2試験目的

林道の作股施工は没計された予定路總の道路敷を中心とした内外周辺地の表/?徳質条件に 

大さくま:配される。従って,この条件のうち,当面特に林道蚊と蔻接阁保のある問題点を 

とりあげ,物理探を法を主に段階を追って土質工学的に関を诺究をすすわ,具体的には,土 

岩質の程度を飲値化し,導入槌披の施工雑易や土木材•榔用の適否,さらに对象とをる比:質 

構造に見合った作設工法の決定等これが阅遮づけを時こな％

3. 昭和4 5年度の綫渦とえられた結果

。土じょう都

山地斜面の表田地質,帯水府,風化帯斑每を明らかにし,林道旧設の会理的股針な］ 

ぴ・工法の検討をなこ左った〇第三系の黑色貢岩層では没いところ虻堆•下汰誓が形成されや 

すく表構滑落が朴こりやすく,俺紋枷&带では表暦物SUてよる削貌がおこるところが多い。 

安山岩地辭は倒化帝も地下水膺も明い。花期岩地帯は上段林适の聞役が妥当でちることが 

わかった。

。機械化部

初年之は,携帝用シンクロスコープSS- 420。を現地忙郡入し,それJ:り•!え数年, 

野外でもつばら計硼こ用いていたP波2成分用サイズモカウンタの速度時岡て.!:るー淺的 

な値を2駐段那我Mで禅ったが,さらに技ち為った原石の一部より岩:5江料を作り,バル 

ス発生楸,授・◎子,裁料支持台,皆殊シンクロスコープM S - 510 3 B ?iどーブ〇超音 

波做!套跖てよる嵐内予備実験を加え,岩の您々やその状.®てよる弹皤公裕波形の差異 

起撰時の瀨て討・する敦^の波の媒質Rよる減衰を波妓振福,振動数との號連にぢいてし 

らべ時栖俄の挡付けとして老察したが,実歐を戦間Cのせる咬でには至らなカ、った〇

4. 昭和4 6年度の就鼠針画

。土じょう部

九州と束北垣方のシラス他带Kおいて定気比認掘;定片を用いて表刷骨造の殮をなこ 

ない ,かつこの地帝にふ、ける合瑰的な林幽館のありかたを辯析する。

〇楼械佃

室内実はの充実をはかり弾性波による岩質解明の期雲t料をえて,走琏咨析の精废を向 

上させる。また林位痢エ用岩石分類我の作依も街・画している。

コンパクト形簡熟渺器を体の使用限界,哦装籍や受信計の特性それらをっなぐコード 

の種次田よろ得失もわかって倉たので,そ-の改良開発も手近な験として考えられる。
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